
記念
講演

みんなでやらざあ、自治研ルネサンス

自治研活動の再生・復興で
市民自治のゆたかな社会へ

自
治
労
は
10
月
7
〜
8
日
、
静
岡
市
内
を
中
心
に
第
39
回
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
を
開
催

し
、
1
0
6
6
人（
う
ち
、ウ
ェ
ブ
1
1
4
人
）が
参
加
し
た
。自
治
研
集
会
の
対
面
開
催
は
2

0
1
8
年
以
来
、
4
年
ぶ
り
。「
創
ろ
う
、市
民
自
治
の
ゆ
た
か
な
社
会
」の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
加
え
、「
や
ら
ざ
あ
、
自
治
研
ル
ネ
サ
ン
ス
！
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
、
自
治
研
活
動
の

歴
史
に
名
を
刻
む
静
岡
の
地
か
ら
、
自
治
研
活
動
の
再
生
・
復
興
を
呼
び
か
け
た
。

郷土芸能のアトラクションで開会。写真左から自治労静岡県本部・
福井委員長、連合静岡・中西会長、静岡県・川勝知事

集
会
は
駿
府
芸
能
保
存
会
連

合
会
の
、
木
遣
節
と
お
囃
子
の

郷
土
芸
能
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
開
幕
。
自
治
労
本
部
・
川
本

淳
委
員
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ

（
要
旨
、
左
囲
み
）に
続
い
て
、

地
元
実
行
委
員
会
か
ら
自
治
労

静
岡
県
本
部
・
福
井
淳
委
員

長
、
連
合
静
岡
・
中
西
清
文
会

長
、
静
岡
県
・
川
勝
平
太
知
事

が
歓
迎
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

自
治
研
賞
の
表
彰
で
は
、
島

ご
う

つ

根
県
本
部
江
津
市
職
労
に
自
治

研
活
動
部
門
の
優
秀
賞
が
授
与

さ
れ
た
（
下
、
囲
み
右
）。

基
調
提
起
で
は
、
自
治
労
本

部
・
氷
室
佐
由
里
政
策
局
長
が

登
壇
。
今
日
で
は
全
国
標
準
と

な
っ
て
い
る
家
庭
ご
み
の
分
別

収
集
が
、
職
員
の
提
案

が
き
っ
か
け
と
な
り
静

岡
県
沼
津
市
で
誕
生
し

た
歴
史
を
紹
介
す
る
動

画
を
上
映
し
、
職
場
を

起
点
と
し
た
自
治
研
活

動
の
意
義
と
そ
の
再
生
を
強
く

訴
え
た
（
下
、
囲
み
中
央
）。

ま
た
、
単
組
等
で
の
自
治
研

活
動
を
触
発
し
、
優
れ
た
企
画

を
助
成
す
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ

ポ
ー
ト
」
企
画
の
報
告
と
選
考

が
行
わ
れ
た
。
応
募
は
東
京
・

西
東
京
市
職
労
、
神
奈
川
・
相

模
原
市
職
労
、
長
崎
県
職
連
合

の
3
単
組
が
名
乗
り
を
あ
げ
、

集
会
参
加
者
の
投
票
で
選
考
を

行
っ
た
（
下
、
囲
み
左
）。

コ
モ
ン
を
基
盤
と
す
る

社
会
へ
の
転
換
を

記
念
講
演
は
、
注
目
の
若
き

思
想
家
＝
斎
藤
幸
平
さ
ん
（
東

大
准
教
授
）
が
「
脱
成
長
で
め

ざ
す
、
持
続
可
能
な
社
会
」
と

題
し
て
講
演
。「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で

は
持
続
可
能
な
社
会
は
創
れ
な

い
」
と
し
、「
経
済
成
長
を
追

う
こ
と
を
や
め
、『
コ
モ
ン
』

を
基
盤
に
し
た
社
会
を
創
っ
て

い
こ
う
」
と
提
起
し
た（
講
演

要
旨
、2
面
に
掲
載
）。

続
い
て
、
2
つ
の
特
別
記
念

講
演
、
特
別
報
告
と「
静
岡
発
、

コ
モ
ン
で
行
こ
う
！
」
と
題
す

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
（
要
旨
、
2
面
）。

静
岡
自
治
研
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
や

ら
ざ
あ
、
自
治
研
ル
ネ
サ
ン
ス
！
」
で

す
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
は
、
自
治
研

の
歴
史
の
節
々
で
大
き
な
功
績
を
残
し

て
き
た
静
岡
の
地
か
ら
、
自
治
研
活
動

の
「
再
生
・
復
活
・
復
興
」
を
め
ざ
す

想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

静
岡
で
開
催
し
た
1
9
6
1
年
の
第

5
回
自
治
研
集
会
で
出
さ
れ
た
四
日
市

公
害
を
告
発
す
る
レ
ポ
ー
ト
は
、
社
会

に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
し

た
。ま

た
、「
ご
み
の
分
別
収
集
」
は
静

岡
が
発
祥
の
地
で
す
。
1
9
7
6
年
に

沼
津
市
の
若
手
職
員
の
発
言
を
き
っ
か

け
と
し
た
職
場
自
治
研
を
ス
タ
ー
ト

に
、
住
民
協
働
の
も
と
に
実
現
し
た
も

の
で
し
た
。

自
分
の
地
域
の
将
来
を
見
据
え
、
ど

の
よ
う
な
地
域
を
め
ざ
し
て
い
く
の

か
、
地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
る
者

と
し
て
の
視
点
や
思
い
を
持
ち
つ
つ
、

住
民
と
の
対
話
を
も
と
に
進
め
て
い
く

こ
と
、こ
れ
が
ま
さ
に「
自
治
研
」で
す
。

そ
う
し
た
自
治
研
活
動
の
「
再
生
・

復
活
・
復
興
」
の
ス
タ
ー
ト
の
静
岡
自

治
研
と
す
る
、
そ
ん
な
思
い
を
皆
さ
ん

と
共
有
し
あ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

主催者あいさつ

川本 淳 現
場
の
声
と
住
民
と
の
対
話
を
起
点
に

自
治
研
の
再
生
・
復
活
・
復
興
を

中央執行委員長

主な記事
2・3面 静岡自治研 記念講演ほか
4面 現業・公企統一闘争（第2次）

ほか

第16回地方自治研究賞

優
秀
賞（
活
動
部
門
）は

江
津
市
職
労（
島
根
）が
受
賞

島
根
県
本
部
木
下
書
記
長
が
代

理
で
賞
を
受
け
と
っ
た

優れた自治研活動の実践と研究論

文を表彰する自治研賞は、活動部門

で島根県本部江津市職労の「ワーク

ショップで進める自治研活動－発

見、気づき、可視化のワークショッ

プで組合員の人材育成とつながりを

意識した取り組み」のレポートが優

秀賞を受賞した。研究論文の優秀賞

は、今回は受賞論文がなかった。

基調提起

幅
広
い
層
の
参
加
得
な
が
ら

「
何
か
気
に
な
る
」自
治
研
へ

分
別
収
集
開
始
当
時
を
語
る
中
谷

昭
司
さ
ん（
当
時
、市
労
連
書
記
長
）
本部の氷室政策局長が「自治研ビ

ギナーが参加しやすい『何か気になる』

自治研集会にしたい」とし、ごみの分

別収集を最初に始めた静岡県沼津市

の当時の沼津市労連関係者へのイン

タビュー動画を上映。ごみ収集の業

務改善、現業職場に対する否定的な

イメージを変えたいとの運動の背景

が語られ、自治研の意義を再確認した。

チャレンジサポート報告・選考

相
模
原
市
職
労
の
企
画
を

今
期
の『
チ
ャ
レ
サ
ポ
』に
採
用

揃
い
の
ハ
ッ
ピ
で
ア
ピ
ー
ル
す

る
相
模
原
市
職
労

実績報告では高知県本部／女性

部・防災部が、被災地自治体の女性

自治体職員との交流や学習会活動な

どを報告した。次回自治研集会にむ

けた応募企画では3単組の中から、

大学生と協働で地域情報を収集・共

有するアプリを開発するとした神奈

川県本部相模原市職労の企画が、参

加者の投票で選ばれた。

「やらざあ」とは静岡県中部の方言で「やろうよ」の意味

メイン会場となった「グランシップ」

静 岡
自治研

●http://www.jichiro.gr.jp/・・・・2022年11月1・11日合併号 ［旬刊（1の日発行）・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2330号（１）



分科会
1第

分科会
2第

分科会
7第

分科会
特別

分科会
6第

資
本
主
義
と
の
決
別
・
脱
成
長
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
へ
の
転
換
を
提
起

す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
斎
藤
幸
平
東
京
大
学
准
教
授
が
講
演
。

持
続
可
能
で
公
正
な
社
会
の
実
現
に
む
け
、「
地
べ
た
か
ら
の
民

主
主
義
」
の
広
が
り
を
自
治
体
が
作
り
、
そ
の
成
功
事
例
の
積
み

上
げ
に
よ
っ
て
国
を
動
か
す
活
動
を
提
起
し
た
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
大
衆
の

ア
ヘ
ン
で
あ
る
」

ま
ず
、
自
身
の
著
書
「
人
新

世
の『
資
本
論
』」（
2
0
2
0

年
）
の
冒
頭
の
句
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
大
衆
の
ア
ヘ
ン
で
あ
る
」
を

説
明
。
気
候
変
動
危
機
の
下
、

2
0
3
0
年
ま
で
に
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
を
約
半
分
に
、
2

0
5
0
年
ま
で
に
実
質
ゼ
ロ
に

す
る
と
い
う
目
標
の
中
、
環
境

問
題
に
矮
小
化
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
取
り
組
み
を
「
つ
ま
み
食

い
」
し
た
程
度

で
満
足
し
、

フ

ァ

ス

ト

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
服
を
少
し
リ

サ
イ
ク
ル
し
た

り
、
フ
ァ
ス
ト

フ
ー
ド
の
ス
ト

ロ
ー
が
紙
ス
ト

ロ
ー
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、「
そ
れ
は『
自
己
満
足
』に
過

ぎ
な
い
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ

本
質
的
な
こ
と
か
ら
目
を
逸
ら

す
こ
と
を
許
す
『
免
罪
符
』
に

な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。

脱
成
長
に
よ
る

持
続
可
能
で
公
正
な
社
会
へ

そ
の
上
で
、
気
候
変
動
対
策

で
日
本
の
2
周
先
を
行
く
世
界

の
潮
流
を
紹
介
。
世
界
で
の
対

立
軸
は
「
緑
の
資
本
主
義
ｖ
ｓ

脱
成
長
」
で
あ
る
と
し
、
緑
の

経
済
成
長
に
対
す
る
若
い
世
代

の
揶
揄
「
永
遠
の
経
済
成
長
と

い
う
お
と
ぎ
話
」
か
ら
の
脱
却

を
強
調
し
た
。
さ
ら
に
、「
私

た
ち
の
資
本
主
義
は
格
差
と
環

境
破
壊
と
い
う
2
つ
の
危
機
を

作
り
出
す
大
き
な
原
因
と
し
て

批
判
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」、「
世
界
で
見
れ
ば
圧
倒
的

に
加
害
者
側
に
い
る
私
た
ち
が

は
た
し
て
豊
か
で
幸
せ
な
生
活

を
営
ん
で
い
る
か
」
と
問
い
か

け
、
社
会
の
価
値
評
価
軸
の
転

換
を
提
起
。
生
産
性
や
成
長
か

ら
「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
な
も

の
」
や
「
ケ
ア
」
な
ど
を
重
視

す
る
価
値
観
へ
の
転
換
を
は
か

り
、
脱
成
長
に
よ
る
持
続
可
能

で
公
正
な
社
会
を
提
唱
し
た
。

※
緑
の
経
済
成
長
：
経
済
成
長
を
め

ざ
し
つ
つ
、
技
術
革
新
に
よ
り
温

室
効
果
ガ
ス
や
資
源
の
採
掘
量
を

減
ら
し
て
い
く
考
え
方

「
コ
モ
ン
」と「
ミ
ュ
ニ
シ

パ
リ
ズ
ム
」
を
地
域
か
ら

斎
藤
さ
ん
が
提
唱
す
る
「
地

べ
た
か
ら
の
民
主
主
義
」や「
コ

モ
ン
」
と
共
鳴
す
る
ミ
ュ
ニ
シ

パ
リ
ズ
ム
の
事
例
を
紹
介
。
①

自
治
体
の
公
共
食
に
近
郊
の
有

機
農
家
が
地
元
食
材
を
提
供
、

土
壌
と
地
域
を
守
る
施
策
と
し

て
成
功
し
、
国
策
で
給
食
食
材

の
半
分
を
有
機
と
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
事
例
、

②
「
道
路
を
コ
モ
ン
に
」
す
る

ス
ペ
イ
ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
事

例
、
③
民
間
ア
パ
ー
ト
を
強
制

収
用
し
、
公
的
賃
貸
住
宅
と
す

る
住
民
投
票
で
過
半
数
の
賛
成

を
得
て
、「
住
宅
を
コ
モ
ン
に
」

へ
と
向
か
う
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ

ン
の
事
例
、
④
低
額
で
公
共
交

通
機
関
乗
り
放
題
の
「
気
候
変

動
チ
ケ
ッ
ト
」
を
導
入
し
た

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
事
例
、
さ
ら

に
⑤
東
京
・
武
蔵
野
市
の
気
候

市
民
会
議
や
、
⑥
千
葉
・
い
す

み
市
の
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給

食
」
な
ど
に
も
言
及
し
た
。

最
後
に
、「
自
治
体
が
動
き
、

自
治
体
で
成
功
事
例
を
積
み
上

げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
を
動

か
す
こ
と
が
ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
ズ

ム
の
重
要
性
」、「
自
治
体
レ
ベ

ル
で
、
私
た
ち
の
側
か
ら
大
胆

な
案
を
も
っ
と
も
っ
と
出
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
ま
さ
に
持
続
可
能
な
だ

け
で
な
く
豊
か
な
社
会
、
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
も
優

し
く
、
弱
い
人
た
ち
に
も
優
し

い
社
会
を

作
っ
て
い

こ
う
」
と

結
ん
だ
。

斎
藤
幸
平
東
京
大
学
准
教
授

パネルディスカッション

集会2日目は、9のテーマ別分科会と特別分
科会の10会場に分かれ、講演やワークショッ
プ、フィールドワークや動画上映など多彩な
手法を通して、議論と運動の交流を深めた。

分
科
会

分
科
会
一
覧

第
1
分
科
会

自
治
研
入
門
！

来
た
れ
、
地
域
の
新
た
な
主

役
！

第
2
分
科
会

ア
ニ
メ
！
マ
ン
ガ
！

コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
た
地
域

活
性
化

第
3
分
科
会

高
齢
者
に
優
し
い

各
自
治
体
・
地
域
の
取
り
組
み

第
4
分
科
会

多
様
性
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
に

む
け
て

第
5
分
科
会

コ
ロ
ナ
禍
の
平
和
運
動
を
探
る

第
6
分
科
会

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

第
7
分
科
会

ま
ち
お
こ
し

第
8
分
科
会

自
治
体
Ｄ
Ｘ
最
前
線
！

第
9
分
科
会

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
×
生
活
×
自
治
研

記念講演
脱
成
長
で
め
ざ
す
、
持
続
可
能
な
社
会

斎
藤
幸
平
東
京
大
学
准
教
授

豊
か
な
社
会
へ
価
値
軸
を
転
換

自
治
体
か
ら
も
っ
と
大
胆
な
案
を

Ｉ
部
で
は
、「
草
の
根
か
ら

市
民
の
力
で
社
会
変
化
を
起
こ

す
」
方
法
論
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
」

あ

だ
に

や

を
学
習
し
た
。
講
師
の
安
谷
屋

貴
子
さ
ん
は
、
方
法
論
の
特
徴

と
し
て
、「
リ
ー
ダ
ー
は
一

人
」
で
は
な
く
、
運
動
に
参
加

す
る
人
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

引
き
出
す
点
を
強
調
。
そ
の
上

で
、
①
心
を
動
か
す
技
法
「
ス

ト
ー
リ
ー
の
共
有
」、②
直
面
し

て
い
る
困
難
を
診
断
し
新
し
い

解
決
策
を
見
出
す
技
法
「
コ
ー

チ
ン
グ
」、の
2
技
法
を
実
践
を

交
え
講
義
し
た
。

Ⅱ
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
公
共
サ
ー
ビ

ス
と
自
治
を
め
ぐ
る
課
題
を
深

堀
り
し
、「
自
治
の
未
来
、
あ

る
べ
き
自
治
体
職
員
の
姿
」
を

議
論
。
毎
日
新
聞
社
の
阿
部
亮

介
さ
ん
は
「
時
代
の
変
化
や
地

域
の
特
性
に
あ
わ
せ
て
住
民

ニ
ー
ズ
を
く
み
取
る
努
力
が

必
要
。
課
題
解
決
型
の
人
材

育
成
も
自
治
の
質
に
直
結
す

る
」
と
指
摘
し
た
。
子
ど
も

の
貧
困
問
題
で
学
習
支
援
や

居
場
所
支
援
を
提
供
す
る
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ッ
ズ
ド
ア
の
渡

辺
由
美
子
理
事
長
は
「
未
来
を

つ
く
る
の
は
子
ど
も
た
ち
。
自

治
体
独
自
で
も
で
き
る
施
策
を

考
え
実
践
を
」
と
訴
え
た
。
川

本
淳
自
治
労
本
部
委
員
長
は

「
自
治
研
の
本
質
は
『
住
民
』

『
職
務
』『
組
合
活
動
』
の
3

角
度
か
ら
物
事
を
捉
え
、
改
善

す
る
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

だ
」
と
し
、
主
体
的
な
運
動
に

期
待
を
寄
せ
た
。
井
出
英
策
慶

應
義
塾
大
学
教
授
は
、「
今
後

自
治
研
活
動
は
決
定
的
に
重
要

と
な
る
。
自
治
研
の
未
来
は
、

住
民
一
人
ひ
と
り
の
『
人
間

性
』
に
対
し
て
ま
な
ざ
し
を
届

け
な
が
ら
ニ
ー
ズ
を
発
掘
し
満

た
し
て
い
く
と
い
う
、
地
道
で

丁
寧
な
取
り
組
み
の
延
長
線
上

に
あ
る
は
ず
だ
」
と
ま
と
め

た
。

今
、
必
要
と
さ
れ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
自
治

〜
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
か
ら
振
り
返
る
〜

「
自
治
の
未
来
、
あ
る
べ
き
姿
」
を
議
論

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
も
学
習

コミュニティ・オーガ
ナイザーの安谷屋さん

災害に強いまちづくり
廣瀬稔也さん

（NPO事務局長）
三澤和也さん
（沼津市職員）

佐野ひかるさん
（富士宮市職員）多様な担い手の連携が

災害に強い地域を作る
静岡発、コモンで行こう！
見つけよう、つながろう
「じちけん」をあなたも

コ
モ
ン
を
市
民
の
も
の
に
す

る
手
法
と
し
て
の
自
治
研
を
ど

う
進
め
る
か
。
3
人
の
パ
ネ
リ

ス
ト
の
活
動
報
告
を
中
心
に
議

論
を
繰
り
広
げ
た
。

佐
野
ひ
か
る
さ
ん
は
、
静
岡

県
本
部
の
専
従
時
代
に
、
休
止

し
て
い
た
県
本
部
自
治
研
集
会

を
復
活
さ
せ
た
。
難
し
い
イ

メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
た
め
「
じ

ち
け
ん
」
と
命
名
。「
焼
津
市

の
街
歩
き
を
企
画
し
、
所
属
単

組
を
越
え
て
つ
な
が
り
が
作
れ

た
」
と
話
し
た
。

三
澤
和
也
さ
ん
は
、「
研
究

会
を
立
ち
上
げ
、
地
元
を
楽
し

む
ロ
ー
カ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
展

開
し
て
い
る
」
と
報
告
。
佐
野

さ
ん
が
三
澤
さ
ん
の
活
動
を
見

出
し
、
自
治
研
活
動
に
つ
な
げ

た
。三

澤
さ

ん
は
今

回
、
沼
津

市
が
ご
み

の
分
別
収
集
の
草
分
け
と
知
り

誇
ら
し
く
感
じ
る
と
話
し
た
。

廣
瀬
稔
也
さ
ん
は
「
月
刊
自

治
研
」
の
編
集
を
し
な
が
ら
、

静
岡
県
浜
松
市
の
中
山
間
地
に

く
ら
し
、
地
域
づ
く
り
Ｎ

Ｐ
Ｏ
に
関
わ
る
。「
自
治

研
活
動
で
得
た
知
識
や
人

と
の
つ
な
が
り
が
自
分
の

活
動
の
役
に
立
っ
て
い

る
」
と
話
し
た
。

コーディネーター
菅原敏夫さん

（「月刊自治研」編集委員）

第
6
分
科
会
は
掛
川
市
で
開

催
し
、
約
60
人
が
参
加
し
た
。

午
前
中
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
。「
掛
川
モ
デ
ル
」
と
し
て
知

ら
れ
る
防
潮
堤
の
造
成
現
場
を

視
察
し
た
。
既
存
の
防
災
林
を

嵩
上
げ
し
、
そ
の
上
に
森
を
再

生
さ
せ
る
こ
と
で
津
波
被
害
の

減
災
を
は
か
る
と
い
う
も
の
。

市
と
県
の
連
携
し
た
事
業
に
加

え
て
、
地
域
の
企
業
の
寄
付
や

市
民
の
植
林
活
動
参
加
な
ど
の

協
働
を
特
徴
と
す
る
。

午
後
は
静
岡
大
学
の
池
田
恵

子
教
授
が
基
調
講
演
。「
防
災

計
画
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
が

必
要
だ
」
と
強
調
し
、
女
性
の

参
加
が
災
害
に
強
い
地
域
を
作

る
と
提
起
し
た
。

こ
れ
を
受
け
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
地
元
の

女
性
防
災
活
動
団
体
、
災
害
情

報
の
あ
り
方
を
考
え
る
報
道
機

関
の
研
究
会
、
災
害
時
の
避
難

所
運
営
を
支
援
し
て
い
る
自
治

体
退
職
者
会
の
立
場
か
ら
活
動

報
告
を
受
け
、
多
様
な
担
い
手

が
連
携
し
た
防
災
活
動
の
あ
り

方
の
議
論
を
深
め
た
。

「レベル1」津波（1000年に1度の規模）に耐える高
さと強度の防潮堤の造成が進む

アドバイザー
橋本和久さん

（自治研中央推進委員）自治研入門！ 来たれ、地域の新たな主役！
第
7
分
科
会
は
静
岡
市
内
で

開
催
し
、
1
2
3
人
が
対
面
、

約
10
人
が
ウ
ェ
ブ
で
参
加
し

た
。
前
半
は
地
方
の
再
活
性
化

の
ヒ
ン
ト
を
探
る
た
め
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
取
り
組
み
事

例
か
ら
地
域
お
こ
し
の
可
能
性

と
課
題
を
議
論
。
後
半
は
住
民

の
心
に
届
く
情
報
発
信
に
む
け

て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
方
法
を
議
論

し
た
。

前
半
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
地
域
お
こ
し
」
の
活

動
を
通
じ
て
、
新
潟
県

十
日
町
市
で
持
続
可
能

な
社
会
の
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組
む
多
田
朋
孔
さ
ん

が
講
演
。
そ
の
後
、
兵
庫
県
朝

来
市
と
新
潟
県
阿
賀
町
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
町
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
動
画
で
紹
介
し

た
。
会
場
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
通
し
て
多
田
さ
ん
は
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
取
り
組
み

は
人
対
人
の
事
業
。
行
政
は
各

隊
員
と
真
摯
に
向
き
あ
い
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

後
半
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
用
す
る

際
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て

講
演
を
受
け
た
。
ま
た
、
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
を
用
い
た
神
奈
川

県
葉
山
町
の
Ｐ
Ｒ
戦
略
と
、
現

役
公
務
員
が
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー

と
な
っ
て
群
馬
県
玉
村
町
を
Ｐ

Ｒ
し
た
「
た
ま
む
ら
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
た
。

あなたが主役
街歩きで魅力発見

第
1
分
科
会
は
静
岡
市
内
で
開

催
し
、
73
人
が
参
加
し
た
。

午
前
は
参
加
者
を
数
グ
ル
ー
プ

に
編
成
。
市
内
の
公
園
や
商
店
街

な
ど
、
指
定
さ
れ
た
エ
リ
ア
を
散

策
し
、
自
身
の
視
点
か
ら
街
中
の

「
イ
イ
ネ
」
ポ
イ
ン
ト
と
「
ザ
ン

ネ
ン
」
ポ
イ
ン
ト
を
発
見
し
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
議
論
を
行
っ
た
。

午
後
は
、
早
稲
田
大
学
の
篠
田

徹
教
授
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ

た
。
参
加

者
は
若
年

層
が
多
く
、

「
街
歩
き

に
よ
る
参

加
型
企
画

が
よ
か
っ

た
」
と
の

声
が
聞
か

れ
た
。

ま
ち
お
こ
し

〜
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
〜

地
域
お
こ
し
は

人
と
の
協
働
の
先
に

〈兵庫県朝来市〉
楽しく暮らし
続けて欲しい 朝来市と阿賀町の地

域の魅力が映し出さ
れた

グループごとに「街歩き」。「イイネ」
と「ザンネン」を見つけて討論 自治研につながる「きづき」は、日頃の業務

で感じていたことや、地域での毎日のくらし
の中にある。新たな担い手を発掘し、幅広い
層の参画のきっかけになる集会をめざした

山田ルイ53世は中学2年生の時、通学途中での予期せ

ぬ失敗をきっかけに、その後の6年間、ひきこもり状態

となった。

「ひきこもりは社会的には下手かもしれないが悪では

ない。稀な状態でもない。誰しもが止まり得るマス目と

捉えた方がお互いを理解しあえる」と提案した。

また、今の社会のしんどさとして、誰もが目的を持っ

て、はつらつと生きなければならないような風潮がある

ことを指摘。「何の取り得もない自分がただ生きている

ことに対して、何の文句も言われないのがまっとうな社

会だと思う」と話した。

「平均的にすべてを求める」従来型の教育のあり方か

ら脱却し、学校教育ではかなわない「オール1でも一つ

の5を」と探求型・没頭型の教育をめざすとともに、学

びの場の多様性を模索する中島さん。不登校の子どもた

ちにオンラインスクールを提供する傍ら、教育と地域の

まちづくりを融合させる官民連携のプロジェクトを推進

している。「離島で火山を学ぶ、東北でＩＴ農業を学ぶ、

北陸で伝統文化を学ぶなど、『その地域だからこそでき

る特色あるリアルな学びの場』と探求型・没頭型の教育

を融合し、『新しい義務教育の選択肢』『新しい地域創生

の姿』を富士の裾野のように広く全国に展開したい」と

熱く語るとともに、行政の主体性の発揮と自治研のさら

なる発展にエールを送った。

私たちにキラキラする義務などない特別記念講演①
ただ生きていることが
認められるまっとうな社会へ〈新潟県阿賀町〉

特別報告 横井直人さん（福井・鯖江市職労）“住みたい田舎”と
協力隊

「地域を元気にするための妙策は何
か」。参加者の熱い視線が注がれた

アニメ！マンガ！コンテンツを活用した地域活性化

自治体職員の強みを生かし
もう一歩踏み込んで良い社会に

街の魅力を可視化しよう

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
支
え
る

地
域
〜
『
鯖
江
市
役
所
の
横
井

さ
ん
』と
呼
ば
れ
る
ま
で
」と
題

し
て
、
福
井
県
鯖
江
市
役
所
で

勤
務
す
る
横
井
直
人
さ
ん
が
こ

れ
ま
で
の
活
動
を
報
告
し
た
。

横
井
さ
ん
は
通
常
業
務
の
傍

ら
、
市
民
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
や
目
の
前
で
起
き
て
い
る

問
題
の
解
決
に
む
け
て
サ
ポ
ー

ト
を
続
け
て
い
る
。

例
え
ば
、
子
育
て
を
し
な
が

ら
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
を
制
作

す
る
母
親
ら
が
、
作
品
を
発
表

で
き
る
機
会
を
作
ろ
う
と
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
公
園
で
開
け
る

よ
う
に
手
助
け
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
は

来
年
で
10
年
を
迎

え
る
が
、
今
で
は

2
万
人
が
集
ま
る

ほ
ど
の
規
模
に

な
っ
た
と
言
う
。

ほ
か
に
も
社
会

に
な
じ
め
な
い
若

者
の
た
め
の
居
場

所
を
つ
く
り
、
子
ど
も
食
堂
も

行
う
。
食
材
は
廃
棄
予
定
の
も

の
を
使
用
し
、
フ
ー
ド
ロ
ス
を

減
ら
す
こ
と
に
つ
な
げ
て
い

る
。職

場
の
女
性
相
談
員
か
ら
、

夫
の
Ｄ
Ｖ
で
家
を
追
い
出
さ
れ

車
上
生
活
を
し
て
い
る
母
子
の

存
在
を
聞
き
つ
け
た
際
に
は
、

住
む
場
所
を
確
保
す
る
な
ど
奔

走
し
た
。

「
私
は
特
別
で
は
な
い
。自
治

体
職
員
の
強
み
は
話
を
最
後
ま

で
聞
け
る
こ
と
だ
。
余
力
の
あ

る
人
は
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で

ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
町
も
日

本
も
よ
り
良
い
方
向
に
変
わ
っ

て
い
く
と
思
う
」
と
訴
え
た
。

第
2
分
科
会
は
静
岡
市
内
で

開
催
し
、1
1
1
人
が
参
加
し
た
。

地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
ア

ニ
メ
や
マ
ン
ガ
な
ど
世
界
的
評

価
の
高
い
コ
ン
テ
ン
ツ
の
可
能

性
を
模
索
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
パ
ネ
リ

ス
ト
の
ひ
と
り
荻
野
健
一
さ
ん

は
「
ア
ニ
メ
は
き
っ
か
け
の
一

つ
。
街
の
魅
力
の
可
視
化
こ
そ

重
要
」と
話
し
た
。

大
ヒ
ッ
ト
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ

「
ガ
ル
パ
ン
」の
舞
台
、
茨
城
県

大
洗
町
商
工
振
興
課
の
住
谷
幸

泰
さ
ん
は
、「
放
映
後
も
町
を

訪
れ
る
フ
ァ
ン
と
の
関
係
が
最

大
の
財
産
」
と
語
っ
た
。

山田ルイ53世
1975年生まれ。著書に「ヒ
キコモリ漂流記」（マガ
ジンハウス）、「一発屋芸
人列伝」（新潮社）ほか横井さん（写真右）は

民間の建設会社で勤
務した後、2007年に
土木技師として鯖江
市役所に入職。身近
に子どもの貧困を感
じ、子ども食堂に取
り組む（写真上）

居場所の作り方 ～選択肢を増やしてみよう～特別記念講演②
探求型教育とまちづくりの融合で
未来の地域づくりを

特
集
◎
勢
い
づ
く
改
憲
の
動
き
と

揺
れ
る
平
和

問
い
合
わ
せ

自
治
労
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ビ
ス
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現業・公企統一闘争第2次闘争

住民ニーズ捉えた「現場力」の
回復にむけて前進

交渉後の職場集会（10月13日）で団結ガン
バローする福岡・八女市職労（左）、現
業評組合員から集めた団結ステッカーで
重点課題を意思統一した広島・府中市職
労（右）、統一闘争日の14日朝、住民ア
ピール行動として市道の草刈りをする福
岡・田川市職労（下）

10
月
14
日
を
全
国
統
一
闘
争
基
準
日
に
し
た
現
業
・
公
企
統

一
闘
争（
第
2
次
）の
成
果
に
つ
い
て
東
京
都
本
部
・
青
梅
市

職
と
福
岡
県
本
部
・
八
女
市
職
労
に
聞
い
た
。

青
梅
市
職
は
2
0
2
4
年
4

月
の
採
用
に
む
け
た
労
使
協
議

を
行
う
と
す
る
内
容
を
書
面
で

確
認
。
採
用
が
実
現
す
れ
ば
3

年
ぶ
り
に
な
る
。
吉
野
徹
也
副

委
員
長
は
「
今
後
は
採
用
試
験

に
つ
い
て
も
具
体
的
に
確
認
し

て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

青
梅
市
は
東
京
都
の
郊
外
に

位
置
し
自
然
豊
か
な
一
方
で
、

近
年
多
発
す
る
自
然
災
害
に
よ

る
土
砂
崩
れ
や
河
川
の
氾
濫
へ

の
緊
急
的
な
対
応
が
増
加
。
当

局
を
含
め
た
定
期
的
な
協
議
の

場
「
現
業
職
場
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
」の
中
で
も「
現
場
力
」の

必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。
ま
た

「
住
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え

る
こ
と
の
で
き
る
現
業
労
働
者

は『
御
用
聞
き
』の
立
場
。
住
民

に
貢
献
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
た
め
に
も
訴

え
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」

と
話
し
た
。

八
女
市
職
労

は
2
0
2
3
年

4
月
に
技
能
労

務
職
員
を
3
人

程
度
採
用
す
る

こ
と
を
確
認
し

た
。
現
業
職
員

の
採
用
は
約
25

年
ぶ
り
に
な
る
。

2
0
1
8
年
に
現
業
職
員
の

採
用
試
験
を
前
提
に
協
議
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
一
方

で
、
当
局
か
ら
採
用
試
験
実
施

に
む
け
、
給
料
表
の
見
直
し
を

行
う
考
え
が
示
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
9
月
初
旬
に

当
局
か
ら
技
能
労
務
職
員
の
給

料
表
の
行
政
職
（
一
）
表
か
ら

（
二
）
表
へ
の
切
り
替
え
の
申

入
れ
を
受
け
た
。
現
業
評
は
全

員
集
会
を
開
催
し
、
意
思
統
一

を
は
か
り
、
基
本
組
織
と
と
も

に
9
月
29
日
か
ら
計
3
回
の
団

体
交
渉
に
臨
ん
だ
。

給
料
表
の
切
り
替
え
に
よ
る

生
涯
賃
金
へ
の
影
響
は
、
給
料

表
の
5
級
運
用
と
現
給
保
障
で

最
小
限
に
と
ど
め
た
。
初
任
給

も
近
隣
単
組
と
比
較
し
最
大
11

号
上
位
の
運
用
を
確
認
。
熊
谷

貴
人
現
業
評
議
長
は
「
最
後
ま

で
多
く
の
組
合
員
が
結
集
し
、

み
ん
な
の
強
い
思
い
が
実
を
結

ん
だ
。
市
民
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
業
務
を
新
た

な
仲
間
と
実

践
・
共
有
し
、

人
材
育
成
に
努

め
た
い
」
と
話

し
た
。

交渉に臨む東京・青梅市職
（10月13日）

自
治
労
は
10
月
23
日
、
2
0
2
2
秋
闘
勝

利
！
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
中
央
総
決
起
集

会
を
開
催
し
、
対
面
で
29
県
本
部
55
人
が
参

加
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
も
配
信
し
た
。

集
会
で
は
、
ヤ
マ
場
を
迎
え
る
確
定
闘
争

で
の
賃
金
引
き
上
げ
、
勤
勉
手
当
支
給
を
可

能
と
す
る
法
改
正
を
求
め
る
署
名
提
出
行

動
、
雇
い
止
め
の
阻
止
、
仲
間
づ
く
り
の
推

進
な
ど
、
当
面
す
る

諸
課
題
の
取
り
組
み

の
意
思
統
一
を
行
う

と
と
も
に
、
賃
金
制

度
の
学
習
、
賃
金
や

休
暇
制
度
で
成
果
を

獲
得
し
て
い
る
単
組

の
先
進
事
例
の
報
告

を
受
け
、
経
験
交
流

を
深
め
た
。

本
部
提
起
で
は
佐

藤
久
美
子
強
化
拡
大

局
長
（
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
全
国
協
議
会

事
務
局
長
）
が
「
今
年
の
プ
ラ
ス
人
勧
は
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
初

め
て
。
自
治
体
確
定
闘
争
で
会
計
年
度
任
用

職
員
も
4
月
に
遡
及
し
て
の
賃
金
引
き
上
げ

を
獲
得
す
る
こ
と
が
課
題
だ
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
法
改
正
を
求
め
る
署
名
は
合
計
55

万
1
9
7
4
筆
と
な
っ
た
こ
と
を
報
告
し
、

「
11
月
中
に
は
政
府
に
提
出
し
国
会
対
策
、

省
庁
対
策
を
進
め
る
」
と
し
た
。

続
い
て
、
東
京
／
八
王
子
市
臨
時
・
非
常

勤
職
員
組
合
の
、
自
治
体
常
勤
職
員
単
組
と

連
携
し
賃
金
水
準
を
引
き
上
げ
た
取
り
組

み
、兵
庫
県
本
部
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
評
議

会
の
、
有
給
の
病
気
休
暇
の
日
数
拡
大
を
粘

り
強
い
交
渉
で
獲
得
し
た
単
組
の
取
り
組
み

の
報
告
が
あ
り
、
先
進
事
例
を
共
有
し
た
。

こ
れ
に
対
し
本
部
の
八
巻
由
美
労
働
条
件

局
長
は
、「
要
求
す
る
こ
と
が
第
一
歩
。
す

ぐ
に
は
要
求
は
実
現
し
な
い
が
、
諦
め
ず
に

交
渉
を
重
ね
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

自
治
労
は
10
月
25
日
、
自
治
体
確
定
闘
争
の
推
進
に
む
け

総
務
省
交
渉
を
実
施
し
、伊
藤
功
書
記
長
等
が
出
席
。総
務

省
か
ら
は
大
沢
博
公
務
員
部
長
等
が
出
席
し
た
。

交
渉
で
は
、
①
給
与
決
定
に

関
す
る
国
の
関
与
、
②
地
域
手

当
の
見
直
し
と
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
比
較
の
あ
り
方
、
③
定
年

引
き
上
げ
の
実
現
、
④
安
定
的

な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
の
人
員
確
保
、
⑤
会
計
年

度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
と
自

治
体
に
お
け
る
同
一
労
働
同
一

賃
金
の
実
現
、
の
5
点
に
つ
い

て
要
請
し
た
。

大
沢
公
務
員
部
長
は
、「
国

に
お
い
て
は
、
地
域
手
当
を
含

む
必
要
な
給
与
制
度
上
の
措
置

の
取
り
組
み
に
関
し
て
、
2
0

2
4
年
に
成
案
を
示
し
施
策
を

講
ず
る
こ
と
を
め
ざ
す
も
の
と

承
知
し
て
い
る
。
定
年
の
引
き

上
げ
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
3

年
4
月
1
日
の
施
行
に
む
け
、

必
要
な
準
備
行
為
が
計
画
的
に

実
施
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き

必
要
な
情
報
提
供
や
助
言
を

し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
く
。
地

方
公
共
団
体
の
定
員
管
理
に
つ

い
て
は
、
各
団
体
に
お
い
て
、

自
主
的
に
ご
判
断
い
た
だ
く
こ

と
が
基
本
で
あ
り
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
適
正
な
定
員
管
理

に
努
め
、
必
要
な
行
政
需
要
に

応
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
会

計
年
度
任
用
職
員
へ
の
勤
勉
手

当
の
支
給
に
関
し
、
地
方
公
共

団
体
に
対
し
て
ご
意
見
を
う
か

が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て
今

後
も
実
態
を
丁
寧
に
把
握
し
つ

つ
、
任
用
と
処
遇
の
適
正
化
が

は
か
ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
取

り
組
む
」
な
ど
と
回
答
し
た
。

最
後
に
伊
藤
書
記
長
が
、「
安

心
し
て
職
務
に
専
念
し
働
き
続

け
ら
れ
る
環
境
の
整
備
に
む

け
、
引
き
続
き
、
総
務
省
と
し

て
ご
尽
力
願
い
た
い
」
と
要
請

し
、
交
渉
を
締
め
く
く
っ
た
。

2022
確定闘争 臨

時
・
非
常
勤
等
職
員
全
国
協
議
会

賃
金
引
き
上
げ
・
休
暇
制
度
の
改
善

仲
間
と
と
も
に
起
ち
上
が
ろ
う

自
治
体
確
定
闘
争
の
推
進
に
む
け

総
務
省
公
務
員
部
長
交
渉
を
実
施

55万1，974筆・61箱
の署名（写真上）。
活動報告をした伊
藤房江さん（左／兵
庫臨職評）と高山
朋子さん（右／東
京・八王子臨職組）

今
年
で
デ
ビ
ュ
ー
40
周
年
を
迎
え
る
中
森

明
菜
が
、
暮
れ
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
で
復
帰
す
る

計
画
が
あ
る
と
う
わ
さ
さ
れ
て
い
る
。

大
ス
タ
ー
な
が
ら
一
つ
の
事
件
を
機
に
大

き
く
つ
ま
ず
き
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
連
続
を

経
て
長
期
間
の
活
動
休
止
へ
。
フ
ァ
ン
な
ら

ず
と
も
「
気
に
な
る
」
存
在
で
あ
り
続
け
る

明
菜
を
、
レ
コ
ー
ド
制
作
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
側
の
視
点
か
ら
記
す
。

あ
り
が
ち
な
「
芸
能
人
暴
露
本
」
で
は
な

い
。
明
菜
の
舞
台
裏
を
支
え
た
人
た
ち
の
制

作
努
力
、
業
界
内
の
確
執
や
経
営
路
線
を
め

ぐ
る
暗
闘
、
明
菜
に
楽
曲
を
提
供
し
た
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
た
ち
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
を
克
明
に
語
っ
た
「
時
代
の
証
言
」
と
呼

ぶ
べ
き
書
だ
。

本
書
の
扱
う
時
代
は
、
彼
女
の
デ
ビ
ュ
ー

か
ら
ス
タ
ー
の
座
を
不
動
の
も
の
と
す
る
ま

で
の
約
7
年
間
。「
明
菜
は

全
て
が
別
格
だ
っ
た
」（
本

書
序
文
）。
果
た
し
て
伝
説

の
復
活
は
な
る
の
か
。
楽
し

み
だ
が
少
し
怖
い
。
そ
う
思

わ
せ
る
存
在
感
が
、
明
菜
に

は
今
な
お
、
漂
う
。

『
伝
説
の
歌
姫
』
を
産
ん
だ
舞
台
裏

「
中
森
明
菜
の
真
実
」

渡
邉
裕
二

MdN新書
1，320円（本体＋税）
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